
しん かい シン ポジ ウム 報告 書 （1992 ）

日本海溝北部海側斜面の地殻構造
「しんかい6500」第65, 66, 67 潜航報告

堀田　 宏＊1　小林利男＊2　小川勇二郎＊3

北西太平洋の深海底を海溝海側斜面中部において詳しく観察し,試料を採取し

た世界最初の潜航調査である。潜航観察の結果,海底には繰り返し起こった正

断層運動によると考えられる急崖に加えて,多数の亀裂(裂か)が存在する事

実が確認された。潜航地点は,日本海溝北部（宮古沖)の海溝軸から東に約3

0km離れた斜面中部の地溝の東西面壁(比高約300m)である。いずれの

壁も,狭い平坦面にはさまれる比高100m以下の急崖３～４段から成り,崖

の走向は大部分南北ないし30°Eであるが,90°及び150°方向の断裂

も存在した。多くの急崖はさらに比高数10cm～数mの多数のステップに分

れ,泥岩と思われる白い岩石の露頭が観察された。露頭には特にほぼ水平の白

い層理が何本か見られ,島弧側から飛来した火山灰の可能性がある。平坦面に

散在する黒い礫は,採取した試料に関する限りでは,マンガン酸化物によって

薄く被覆された軽石であった。玄武岩らしい黒色の岩石は全く見出されなかっ

た。これらの急崖は,海洋地殻が海溝で下向きに折れ曲るのに伴って発生した

海溝軸に直交する張力によって作られる地形であると考えられ,1993年の

三陸津波地震に関連する可能性がある。亀裂は,同様の張カ下で斜面の重力不

安定により生じた表層の現象と思われ,きわめて新しい構造で,この付近で観

測される多くの微小な自然地震と関係があるかも知れない。底生生物は,ナマ

コやウミウシなどは，太平洋の深海平原に比べるとかなり多いと思われるが,

群集を造っているものはない。
Recent  Crustal Activity Revealed  on  the Bottom  Surface  in the

Oceanward  Slope of the Northern  Japan Trench

Report  of Research  Dives 65, 66 and 67 of "Shinkai 6500"

Hiroslii HOTTA*4  Kazuo KOBAYASHl*5  Vujiro OGAWA*6

Deep  bottom  of the north western Pacific Oceun  in the middle  slope of the

deep-sea  trench  was  first investigated and  sampled  using  lite research  sub-

mersible  "Shinkai  6500". Results of rlirec dives indicated existence of a nimv
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ber  of  steep cliffs and  small  cracks  mostly  paralleling the trcnch axis. Dive

sites were  located in a graben  situated on  the oceanward  slope  of the north-

ern  Japan  Trench  roughly  230km  cast  off Miyako,  northeastern  Honshu,

Japan.  The  graben  is bordered  on  both  sides by  escarpments  with  a relative

height  of  about  300m  and  elongated  in a  N30e £ direction with  a length  of

40km.  The  two  dives on  the east and one  on  the west  showed  (hat the scarps

are  composed  of 3 to 4 steep cliffs with a height lower  than 100m,  interrupted

by  naTTOw  terraces, trending  mostly  N-S  or  5^30*6,  but  also  N90*E  or

N150 °E. Most  of these steep cliffs are divided into many  steps with heights of

several tens of cm  to a few  meters  On  the outcrops  we  observed  white  locks

possibly of  mudstone.  A  few  white  strips were  seen  in  the outcrops  which

were  presumed  to be  tephra  layers brought  by  prevailing winds  from  the is-

land  arc volcanoes.  Black  coated  boulders  observed  on  the  terraces  were

pumices  as revealed  by  collected samples.  No  basalts and  thickly ferroman-

ganese  coated  rocks  were  found.  Our  observations  have  shown  that  these

cliffs were  formed  by  normal  faultings of the oceanic  crust which  arc presum-

ably  causcd  by extensional forces exerted  in a direction roughly  perpendicular

to  the trench axis. They  might  be  correlated to a great Tsunami  earthquake

occurring  in 1933. Cracks  were  found  in the tipper slope of  the scarps. They

appear  to be quite young,  as the sediment  cover  is very thin. The  cracks were

probably  formed  by  homontal  stretching of  the superficial crust, which

appear  to  be  correlated to  a number  of natural shallow  micro-earth  quakes

observed  by  ocean  bottom  seismometer  arrays  deployed  in  this region.

Bcnthic  animals  are  rerettvely plenty compared  to the  abyssal plain  of  the

Pacific Ocean,  but no  communities  have been  discovered  in this area.

１．は じ め に

日本海溝の海側（太平 洋1 斜面には，多くの断

層讚が存在す ゐ。 その大部分は海溝軸の走向 ｛こ

の付近ではほぽ 術北 またはN30 ’E｝に平行で，長

さは20km から100k・ を超える もの まである （図

１， ２， ３３．こ れらの葭 は正 断層に よってつ く

ら れたと考 えられ ｛Lld ｗig.el al.｡1966｝，海溝 桶

に向 かつてl!ilil】きに落ちる挧と，来向 きに落ちる

崖 とが見られる。 両者の縫 介せに よって海溝海惻

斜iⅢ こは， 多くの地塁 〔horsl〕 と地溝 【graben 】

が形成されている(Kobayashi.  1991)。

本年皮は「しんかい6500 」の潜航性能と限 界濠

度 とを考慮して， 海溝北部宮古ijllの地溝内 ｛水深

6500m ～6000jll｝ を潜航対 象として選んだ。こ の

地点は，1933 年 ３月３日に三陸沐 波を起こ した大

地 震 の 震 源 域 と 考 え ら れて い る （Ｋａｏ ｍｏｌ-j.

1971 ）。 また，最近の海丿践地震計諄歹||観測に よる

と，この付近の海底の極浅い地穀内にきわめてし

ぱしぱ微小な地震が起こっていることがわかっ

た。この地域の海底地形は，すでに】984年夏に，

フランス船シャン・シャルコーによって一部測定

され（Cadet el al｡1987），1990 年夏には白鳳 丸

KH90- 1 航海によって詳しいシーピーム調査が行

われて（Kobayａshi.199）），精 密な海底地形図

｛図２｝が作成された。

その地形閲によれば，この地溝は棔（東西）約

5km ，耻深部の水深約6500m ，長さ約20km を持

ち，淤深部は西（海溝軸）に向ってきわめてわず

かではあるが傾斜している。潜航は，初め(Dive

65）東側の穩に，次に(Dive 6 剛 最深部から西

側の哨 を上って海底を観察し，３番目に（Dive

67）最初の潜航の約4knl 南方で東側の壁に『lllつ

て行った（図２）。日本海溝陸椢斜i･iは｡1985 年

にフランスの潜水凋査船ノチ ールを用いた日仏嘛



力 によって， 水深6(X)Om 以浅が潜航観察され。

シロウリ貝の群集が発見されているが，海淵斜面

は60(X)ｍ以深のため潜航することができなかっ

た。今回の調査は｢ しんかい65(X)｣ の6800m 潜

航能力によ９で初めて可能となった研究潜航で，

世界最初の観察である。以下にそれぞれの潜航に

ついて主な結果を記し，最後にその解釈と今後の

研究の展望を述べる。

２．潛航結果の概要

１）第65溜航（1991年７月）3日）

観察者：堀田宏

潜水船船長：赤沢兇文。船長補佐：牧哲司

１）－１．潜航記録

第65潜航の観察記録を表１に示す。 また，航跡

図および断面図を４図に示す。

】）－２．黻察の記載

弟G5遡航の航跡及びそれに沿う地形断面を図４

に示した。また，この閥に観察された海底の禅相

については。代表的な例を写真１～８に示してあ

る。

地形は。図４に示されてい る芻 に，水深約6

400m の比較的平坦な地溝底及び急な斜而から成

図 １　 調 査 位 置 図 。 矢 印 で 示 す 。Mammerickx el al.

0976 ） に よ る 海 底 地 形 咽 を 使 川 。

F11 1 1nde χ ｍａｐ ｏr the sl ｕdy area. ｓhoｗn by an

arrow.  Adopted  from Ｍａｎｉｎｌｅｒickｘさt ･1.r19761 、

Ｊ

Ｍ２　 潜 水位 置図。第65 ，66 ，67 潜 航 を矢印 で示す。

Ｋｏｂａyａshi（1991 ） のSea 恥a11,ｎ･apを 使川。

Pig  2　Diving ar 鴎Q1 1 ）iｖes 65. 66 and 67 shown by

Arrows. Adopled lr ｏｍ Ｋｏｂり･ａshi（1991 ）･



図 ３　 調 査 地 域 の や や 南 方｡38 50 ’Nに 沿 う 地 形 断 面 。

潜 水 位 置 に 相 当 す る 鳩 所 を 矢 印 で 示 す 。

Kobay ａshi （1991 ） に よ る 。

Fi＆3　Topographic profile alon1 38 °50‘N. s ｏｕlh of  the

stｕdy area. Ｔｈｅ location ｃｏrrｅsponding 10 1he

dive al･ｅａ is shown by ａｎ arrow. Adopled fl･om

Ｋｏｂａyａｓhi｛1991 ｝｡

つて いる。 その斜i鹹は，途中 の水深約6200nl に

あ ゐ叙斜湎によって二分 されていて，地溝底に続

く下斜而は約30 ゛で。上 斜湎iの約20 °iこ像べて傾

斜は きつくな っている。

潜 水船は， 水深380m の地溝底に 粁底した。

海底は灰褊色の剥かな泥で 覆われており，そ の上

に1!1色の小礫が点在してい た。こ の地点で， 泥中

温度の剩定 （写真｜ ）， 採泥及び小礫の採収 を行

った。 泥中温度は，特に 異常な儕ではなかった。

111色の小嗜は，採 取した結 果マンガン被覆された

軽石であることがわかった。 斜捕i裾部に近づ くに

つ れ，こ の地赫 の斜而の走向と同様に‘南北方lil］に

延びる 「うね」状 の地形 と。 狭くて浅いが， 柾め

て明瞭な『排
』｛
写真 ２｝が観察された。

地iS の斜j･iの裾部には，縁 辺が趾 く割れた白色

の「角嫻」が多数。 点在して いた ｛写爽 ４｝。 こ

の上に遅らなる斜 汕iは類似の「.la石」からで きて

いて。 それ が角礫 の供 給源であ る と思 われ たの

で，角暉の一つ を試科として採取した（写真 ３）。

角礫は固そうに見えたが，マニピュレータで掴 む

と縁が崩 れるような半固結 の」良積岩であった。

地溝底から餃 く下斜|翩は， 高 さが約1 】Om で 途

中にＨ段ほ どの覦 斜irriが忽められた。 急傾斜 の部

分では， 白色の冫i石が，剤 介に薄く剥離 され，様

々な人きさに破壊 された状態で斜而をつ くってい

るように見えた（写真５）。そ の大きさは50cnl 程

度から ２－３ ｎ, と，場所に よって異なってい た。

水裸G24011 くらい から， 平均傾斜 が約 ５°の中

111jの綴斜lniとなり， 泌底は 地柵底 と|･ij様に禰Iかな

泥とな った。そ の緩斜 面に おいて も10c ●程度の

西下がりの段差が見られたほ か，写真６に示 した

ように， 平川な海底 而の割|ﾐ|から， 泥が絞 り出さ

れたような珍しい徴地形 も観 察きれ た。この緩斜

而は約370m で終 わり｡ ’Iliび傾斜 のきつ い斜 面と

な った。

その急 傾斜啣: 畄iは。駁 人傾斜方向 に倒 れて ズ



図･i　 第65 潜 航 の 航 跡 図 と 断 而 図

Ｆ厄4　Subruei･sible tr ａ£k all(lprｏrile of Dive 65.

こ の水深約6200 ｓ の緩斜面は。この海域の音

波探査で 堆積哂内のーつ の不連続面に対応する深

さなので。潜航中こ れを境にして地質の違いが観

察される かどうか注意 していたが。顕著な遼いは

胆めら れなかうた。

なお，13 時08 分に 斜面最下部の濠度6  375『Ｉに

て採集し た試科 （試料番号D-65-1. 写臭一３）

は淡柵 色の 軟弱で はあるがや‘や固 結した泥であ

り，一方向に平行な多数の節理が入っている （図

5-1) 。こ れには珪 藻，放散虫，珪 質鞭毛藻な

どの 珪質 生物 の遺 骸が多 数 含ま れる, biogenic

si】iceous ｍud と曾う べ き堆 積物であ った｛図 ５

－２｝。 含まれる放 散虫化石の|･lj定の結 果。 第四

紀 を示す新鮮なもののほ か。 やや破壊ないし融解

した，中新ｌ から鮮新ｌ （？）のものまであるこ

とかわかっだ 。こ の堆積物は第圓紀の海底にお

いて古い時代のものが淦されて混入したものと考

えられる。

２）第66滯黻:（1991年 ７月14 日）

観察者 ：小林和男

潜水船船疂：非田正比古，船長袖佐：小倉111

2 ）－l. 潜航記録

第66潜航の観察記録を表２に示す。 また，航跡

図および断面図 を図 Ｇに示す。

2)  -2, 観察の記載

溜航中の露頭写真を写真9 ～16 に示した。地溝

の底は，全体 としてi!りに傾斜している。 斜而中111

のテ ラ スも【司秡の傾 きを持つ。 底 部の西縁には

6500m を20m ほ ど越 える部 分 もあ る。こ れは白

鳳 九】く119｛｝－1 の地形岡には現 れていない が，「よ

こ すか」のMNBS 地形岡に は明瞭に紺 かれてい

る。

地溝の西縁部は，東側に比べると。一般に表層

を被う坦裁物 が厚く，躙の形成年代は東側よりも

やや｛蝕百年ほと｝古い可能性があ る。 簡側の崖

lj， 全比 嵩約270m のうち， 下の200・ （観察時刻

1111127分－ ）3時38 分）にはほぼ1柯北方li･】に走る急

崖が卓越し。ほぽ 水平のＭ理而が 見える露遞もあ

リ落ちかけているような3  ■― 4 m くらいのブロ ー，

クで覆われていて，その上叙部は突然， ３ｍ程の

南北方向 の断川（西上がり，東 落ち）で断ち切ら

れてい た（写裏 ７）。 水深は，約6200 ．である。

こ の半地iS 状の地彫の幅は，濳 水船の長 さを参考

にしてほぼ15m に達 する もの と推定 した。こ れ

は，極めて顕著な地殻変動を示す地形であ る。こ

れに続く急斜･111は，写真８に示す ようにｌｍ足ら

ずではあるが鋭く断 ち切られたくい違い而を持つ

段 差が連続 していた。

この上斜面の平均葭斜は約20°であ るが，Ｔ 斜

面とIIり橡に三段程の樋糾･111部が認められた。 水深

約6 150  から浅い 部分で は， 小規模 な段 差や溝

状 の地形が観察された。

字欣 散 虫 化 石 のI･･l定 は 筑 波 λ９｣ ●球:Ｒ 学 系 ， 西 村 は る み119.1:に お 願 い し た。|･jl博 上 に 感 淵 す る 。
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る。怱斜而は崩落が著しく，その脚部に多数の角

艨が散乱している。ただし，蔔く堆積物に被 われ

ている亜角嫖が多いので，大部分の崖崩れが起こ

ったのは百年ほど前。従って屋の形成はさらに古

いかもしれない。

崖を造った断層運助は，落差】Oｓ 程度の小さい

窟が幾重にも重なっていることから見ても。一回

の正断層ではなく，何回にも縹り返して少しずつ

ずれたと考えられる。潜水船から観察されたーつ

の崖の比高は，時刻13時Z4分～13時38分の間に目

視された約6｛｝ｍが最大なので，地形図に現れてい

る落差30011の西側の崖は，5 －10回の正断層遅

鋤の繰 り返しによって形成されたものであろう。

しかし，西側では露頭の試料が手に入っておら

ず，その年代がわからないので，断層活助の歴史

については鴒定的なことは言えない。晨の暈下部

の露頭にも海庭基盤層と思われる玄武岩らしき岩

石は全く認められなかった。この事実が，太平洋

の海底基盤上の堆積壜の厚さが300alを越えるた

めなのか，屆の全落差がずれ運助の耡り返しによ

って生じたために。露頭として目視できるのが海

底堆積層の上部の僅かに遇ぎないのかは，この潜

航結果だけからは，判定できない。但し，第65潜

航の項で述べたように， 最下部の爲頭からの試料

に弟圃紀の化石が含まれることは，上記の後者の

解釈が正しいことを示すであろう。

西側の崖の上部数10m  (水深6300m 以汳; 観察

時刻13時38 分以後）には，海溝軸の走向（南北）

と大きく斜交する鈿が存在し，それに混じって東

倒はやや緩い上りで, m･1 」きに急傾斜を持つ，段

差2 －3 11 の亀裂（裂か）が多戮見いだされた。

II･･j様な亀裂は東側の腦上部にさらに明瞭に確認さ

れ，次の第67潜航の項で記載される。

３）第67潜航｛1991年７月15日｝

観豪者：小jll勇二郎

潜水船船妊：田代省三，船長袖隹：高橋雅彦

３）－ ］。潜黻:記録

第67潜航の観察記録を表３に示す。また。詐細

航跡閇|を圜？に，航跡|澗および断蔔i図を図８に示

す。

３）－２．観察の記鵬

潜航rllの露頭写真を写央j7－28 に示した。

トラフ底6480 ・ の深さでほぽ平坦であるが，

６

側６　 第66 潜 航の航跡図と断面図

F咏6 S ｕbnlel･sible tl･ack and profile of Dive 66.
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極 め て わ ず か に西 に 傾 く。 底 質 は 泥 であ る 。底 生

生 物 に は ナ マ コ ， ウ ミウ シ ，ウ｡ミ ユ りな ど が見 ら

れ る か 。 睦側 斜面 に 比べ る と数 は 少 ない 。 それ ら

の多 くは北 を向 い てお り， 底 層i疣が 南北 方向 に 流

れ て い る こ とを う か が わせ る。 トラ フは 東 側の 斜

面 に 向 か っ て ，次 第に 少 し ず つ 傾 斜 を 増 し て い

き ， 急 斜 面 に 近づ くに 従 っ て岩石 の ブロ ックが 増

え て 来 る （写 真18 ，19 ）。 そ の多 く は 斜 面 を 構 成

す る 泥 質 岩 と パ ミ ス の ブ ロ ック で あ る と 考 え ら

れ ， 後 者 は マ ンガ ン破 化 物 に よ っ て コ ー テ ィ ング

さ れ てい る 。

斜 面6j143a1 か ら62?Om ま で ３つ の ス テ フプ

を は さみな が らほ ぽ 逃 続 し た斜面 が続 い てお り ，

白色 の 岩 石 の 露頭 が 見 ら れ た 。こ の斜 而 を下 段 と

す る 。 こ の 冏 の 水 平 距 離は 約6SOm で あ り ， 比高

はftl73m で あ っ た 。 そ の 平 均 傾 斜 は 約18 度 であ

る。 こ の斜 面 は詳 し くみ る と （図 ８） ３ つ の ス テ

ップ に 分 れ 。 最後 の 斜 面は 比 高が 闃 ｍ あ ま り，傾

斜 は37 度 に 達 する 。 また ， つ ぎに 述 べ る 亀 裂 のあ

る平 坦 面 の上 に あ る 斜 面 を 上 段 とす る 。

斜 面 の そ れ ぞ れの ステ 。プは 数10c ・ か ら 数 廁

の 段 差 〔小 ス テ ップ 〕 の 集 合 か ら な り た っ てい

て ， それら は ほ ぽ 南 北 に伸 びる白 色 の 泥 貿 岩 の露

岩 か ら な っ てい る 。 露 岩中 に は南 北 の 走【匈， 急傾

な1.y.夊 翦｡ｆ丶●ｇ・s４t口 ＆11 λ　f Ｅ 寉9 吊_ Ｊ･のll ｉi

に，N30 °Ｅ.N50 °Ｅ，Ｗ-Ｅ方向の断裂があるが，

数は少ない。それらには変位は毘められない。明

ら かに断層と考えられるものは見られなかった

が。これらの段差が正断層起源の断嘔謚に由來す

皀17　1G7 潜 航 の詳細航跡図と周辺のマルチナローピ ームマップ

Fig. 7　SIlbl ●el･sible track ｏｌthe mulli-i 】ａrl･ｏｗ beam l ●ap of Djve

67
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I” ’　 。｡。Ｓs　　 ”

図８　 第67潜 航の航跡闊と断面図

Fig. 8　Slb 躪erSible track ald profile 91 Dive 6?｡

面にブロックが落下せずに残っている場合，また

そのようなプロ フクが亀裂の中へ落ちている場合

がある。亀裂の断面は非常に新鮮に見え，この亀

裂の発生がきわめて最近であることを示してい

る。亀裂の底には堆積物がたまっている。その厚

きは厚くないこと もある（写真26 ）。 亀裂の端の

方は次第に浅くなり，グラーベン状となる。ま

た，亀裂の途中で亀裂がふた手に分岐しているこ

ともある。

このような亀裂はこの深度でわれわれが見ただ

けで３本あり，それぞれ類似の状況を示す。われ

われはほl剽匕から南へ向かっで，亀裂の方向にほ

ぽ平行に100m ほど進んだが，亀裂は３本雁行し

ているかのように見受けられた。しかし，そのす

べての亀裂の両端を見たわけではない。図 ９には

模式的な亀裂の発遥を示した。ここでは， ３本の

亀裂を杉型に配列していると考えて描いている。

この亀裂は下段と上段の間の平坦面に発遷する

のであるか，上段をあがったところにも，グラー

ベン状の地形がある。おそらく，この斜面の緩傾

斜の部分にはほぽ南北の方向の亀裂が普通に発達

しているのであろう。

３．表層構造の成因

今回の３回 の潜航はほ1139°21'Nに沿う，トラ

フの東（西向き）斜面（第6S，67潜航）と西（東

向き）斜面（第66潜航）で の潜航であった。図３

にはこの渕線よりやや南方ではあるが，ほぽ同様

の地形を示す38°50'Nに沿う断面を示した。これ

で分かるように，今回の潜航地点は太平洋プレー

トが沈みこみっつあり，その表面の大局的傾斜が

約1.ｒ から2.6°へ変 わろうとする部分に発達す

るホルストアンドグラーベンの急斜而に相当す

る。ここに発達する急斜面はほぼ南北の正断層の

断層崖に起源を持つものと考えられる。 また，マ

ルチチ ャンネル側級でもこの正断層の発達は顕著

に裏付けられる（Ｋｏｂａyashi,1991）。今回潜航を

行った斜面の傾斜はマルチナローピームマ ップか

らは約15度前後である。しかし，今回述べたよう

に央際その急斜面は，何段ものステップの集合で

あることが分かった。一一つ一つの砒はその崖その

ものであるか，それとも崖が部分的に崩壊し。い

くつかの/』,規模な段差となった部分を見ているか

Proc. JAMSTEC Ｓymp. Deep Sea Res. 11992｝

るものであることは，確かのようである。それら

の露岩には所々にほぽ水平の層理面が見られる。

段差の表面にはそれをおおう堆積物はないか，あ

るいは非常に薄い。斜面の所々に上方から滑って

来たと思われる白色のブロックが多数落ちてい

る。そのあるものは泥質岩であるが，われわれが

サンプリングしたもの（試科番号D-67-  2) はマ

ンガン酸化物に薄くコーティングされたパミスブ

ロックであった。

南北方向の亀裂 （写真21一一2?) 13時30 分（6

270m ），南北方向の直線状のグラーベンを見る。

続いてN30'E 方向 の直裁状のグラーベン状の亀

裂（裂か）に遭遇。潜水船の進路をグラーベンに

沿って南方へ変える。これとほぽ同じ深度に13時

30分以降，巨大な数本の亀裂群を発見した。その

方向は約30度である。この亀裂群は･一般に写真24

に示すように両側に裂けたように切り立った崖に

よって境 きれてお り，その高さは２～３ｍ，幅は

１～４ｍである。所々に亀裂か側面で分岐し，墜

Ｓ



のどちらかであろう。実侃によると小さい ステ・

プはほとんど垂直に近いこともあるが，平均的に

は20度から30度程度である。揶65潜航の下部の崖

からの試科（Ｄ-65- I ）を含む化石の時代が第四

紀を示すことは，一連の趨がーつの巨大な正断層

屋であるのではなく，小規模なステップ状の崖の

積み重ねとしてできたものであることを示すと考

えられる。そのような観察を総合して，図９には

３回の潜航結果を複式的に示す鯨観図を示した。

一方，爾北性ないしN30 °Eの亀裂畔は正断層

が海底に現れたものではなく，全体的な山げの表

面に生じる水平方向の引っ張りに由来するであろ

う。こ のような亀裂群は３回のすべての斜面に普

遍的に認められる。それらは，息斜而にではな

く，急斜面と急斜面のあいだの綴傾斜，ないしほ

とんど水平なテラスのような地形の部分に発達し

ている。弟67潜航の断面図｛図８｝を見ると，そ

のことかよくわかる。このことは，この部分が海

底地滑りの頭(head) の部分である可能性をも示

す。また,･亀裂の発達から，ほぼ東西の水平方向

への弓|つ恨り応力によることを示すが，所々で亀

裂が正断屆状のグラーベンとして連続すること

は，濠所で一本の亀裂が，表層近くでふた手に別

れ，中閃】のブロックか落ち込むことによって，グ

ラーベン状となったとして説明することも可能で

ある（図9 ）。

Kob&yashi (1991) の示したこ の付近のマ ルチ

ナロ ーピームマ７プによると，この付近にはおよ

そ４方向のリニアメントが見られる。ひとづは日

本海溝に平行な南北方向のもので，これは太平洋

プ レートの最 も海溝よりで顕 著である。他は

N10°E，お よびN34 ）゚Ｗ であ り，前者は今回潜航

したホルストアンドグラーベンの方向，後者はこ

の地域の 。agnelic lileaoentの方向に直交する方

向である(Nakanishi el al.｡1989)。今回の亀裂群

はN30 °Ｅ方lalであるが，全体的にはこの刹･近に

発達する南北およびＮ匐゜E方向の正断屑群に|司

逐するものとみてさしつかえない。おそらくこの

周辺の正断層の組合せによる斜面の内部に生じる

局所的応力によるものと思われる。とくに，この

トラフの部分は右ステ７ブに急斜面力ｆ れている

ので，その部分に雁行する亀裂胖が形丿友されやす

かったのかも匐】れない。しかし，そのより大きい

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. （）9923

意 義 に つ い て は ， 今 後 よ り 詳 し く岡 べ る 必 要 が あ

ろ う ．
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|瀏 ５　 試 科 番 号 £>-65- l の 哇 質 生 物 陬 泥( ｓi)ice。。S

lilg！nlc rｌｌｄ) 肬 科 の 写 真 川 と そ の・ 子 顕 徴 鏡 写

真{2}｡ 甼 行 な節 理 が 多 数 発 達 す る 。

Fig.  5　Ph010Sraph Ⅲ ０rsjli｛e4}ｕｓ biogenic 1111d cf sａ酊1･

pic  D-S5- 】.

Electl･ol micr ０６切ｐｋ photo ０ｎ ｈｅ salne sample

12}.Pal･allel joinls ａrｅ remarkable.

1０

く以下の写翼に示された数価の頡み方）

例 【写真 】）

上段91/07/ 】3. 11:57:22 ，6386m

（1991年７月１３８．ｎ時57分22秒，深度6386 畄

下段184 °，十〇5°，223` . 十42', ZOIO.  F1.7

潜水船の方腕｛真北から時劭まわり1翻 ｝゚．淤水船の

角暁（水平から５’下向 き），カメラの方位｛阿じく

223°｝，カメラの角度｛同じく42 下゙向 き｝，ズーム10

哈，焦点距離】.7・

写真Ｉ　 トラフ底における温度測定

Photo 1　Tenlperal ｕrｅ ｍｅａｓｕrenlenl a1 ihc b0110m of

the trough.

写 真 ２　 下部斜|･jに お けるほほ 南北XJ･向 の グラ ーベ ン

状の亀裂

Pholo 2 Nur111-s｡ulh ll･eldinSgrabe･･･lik(lgash allhe

lou*?r･slope.

Proc･ JAMSTEC Symp. Deep Sea Ｒｅｓ．（）９９２）



写真３　 下部斜而における珪質生物源泥の試料探取　　 写真６　 上部斜而に兒られる捐北方向の畝状のリッジ

PI以0 3　Sampling of siliceous biogenic mud at t ｈｅ　Pholo ６　Norlh 一釦dl tl･ending 四d ridge at the uｐｐｅr

lower s]opで-　　　　　　　　　　　　　　　　 ｓ10pe.

写 窈 ４　 下 部 斜 面 の 段 階 状 の 泥 岩 鰍 頭

Ｐｈｏt０ ４　 Ｍud ｓlo助 ｏulcrop aL lhe low ｅr slope.

写 真5　11 嗜 凅1111に お け る 泥 岩 ソ ｕ ， クの 散11E す る 様

f･

Pkolo 5　r)islril)1111011 o1 111udstollr b114 ｓ at lhe lowel･

ｓlol)e･

Proc  JAMSTEC Ｓy 闇ｐ． Deep Sea Ｒｅｓ． ｎ９９２}

写 輿 ７　 上 部 斜 而 の ト ラ フ 祇 の 泌 の 側 面 に 発 達 す る 心

裝

Photo ７　Cracks ａｏ ｈｅ wall or a lr ｏｕgh Mthe ｕ呷ｅ「

ｓ10μ-

写真８　 上部斜1111の 泥7; の露皿 ．南北方向 のＲ 羞が発

達する.、

131010 8 MIldslollc s ）lllrel）al lk ｕppel’ ｓl夘ｅ･

N'orlli SCiuLh ll･eiKling 四ps aix' 116･cloMI.

it



写真９　 トラフ底に見られるブロ ック，マ ンガ ンコー　 写真12 下落斜面に発連する南北方向の泥貿岩の急輝

ティングされたパミヌプロ フタと思われる。　　 Ｐｈｃ１０ １２ North-south trending s ｌｅｅｐ ｃＩⅢaHhelower

Ｐｈｏt０ ９　Blocks ａt the bollom 01 the trough. They are　　　　　s11pe of muddy rock.

･.ought １０ ｂｅ ｍａｌｇａ●eｓｅ-coalel pullice

blocks.

写 真10 下 部斜 面に散在する白色のブロック。泥貿岩

と思われる。

Pholo 10 White blocks scattel･ed al the lower slope.

TI自ｅy arc lhoｕg111 10 be mｕddy rocks,

町 真jl 下 部 糾liiに 見 ら れ る 北 東 方 内 の 段 差

Pheto l 】NorlhQa ｓtel･ 11･en{1111g slep ll lhe Idwci･ｓlcl}ぞ．

12

写 真13 上部 斜面に 見られる北東方向 のトラフ状 の満。

角がやや丸みをおぴていることに注憲。

Photo 13 Nort ｈｅａｓt trending trough al the upper sIope･

Note the edge of the wall j ｓ eroded lo ｂｅ

r叭lnded.

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea Ｒｅｓ．（1992 ）



slope,

写真16 上部斜面の尚北方向のトラフ状の綿の縁

PIlolo 16 Ed 黔 ｏｆ ａ north-souLh trejldinμ Γｏｕ汕aOhe

ｕp戝1'ｓlope.

Pj10tχ）17 Sa 闥pling or a pumice 110ck aL the ll･ ｏｕgh bol･

torn.

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea Res. （1992 ）

ミ ス）

Phoio 1S Blocks distributed at the slope bot1011 be･

nealh th とｓteep sIope （ｗｈｉｌｅ ｏｎｅｓ ａre muddy

rocks ，and black ones are ｍａｎｇａｎｅsｅ-ＱＱａted

pｕmi哨 ．

写 真19 下 部 斜 面 の 泥 賀 岩 露 頭 の 始 まり

Pholo 19 Beginning of t ｈｅ ｍｕddy r ｏｃｋs at the 10wer

slope.

写 真20 f 品 斜 面 に お け る 巾 北 方|rllの 小 段 差

Ph01a 20 Norlli-soiilh ll･ending ｓnlall ｓlep al llw loｗel･

sIcI】ｅ.
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the lower slope,

写真22 溝 の縁に見られる２方向の心裂

Photo 22 Tw ｏ･dirｅｃＵｏｎ cracks al the edge of lhe

trough.

Ｍ

lal ｓtl･aUficalion.

わかる。

Ph叭0 24 Several meters deep cr ａｃｋ. The both ｓideｓ

were pulled apart.

Pholo 25 91Qck j ｕst belor ｅ to fall.

に 搾 意 。

Ph 口to 26 GI･allell-like lopllgraphy ｏr l●e ｓｏｕlher ｅχtｅｌ･

ｓioll of the ll･ｏｕ岩h，Nele v ｅr!･thin ｓedille111

covel･ in I  he l】･CKigh.

Ｐrt】c. JAMSTEC Ｓymp. Deep Ｓｅａ Ｒｅs ，C 】992)



写 真27　2 本 並 列 す る 溝

P】1010 27 Two parall む11rｏugl,s.

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. （1992）

写 真28 上 部 斜 而 の 泥 賢 岩 の 露 頭

Ｐｈｏt0 28 Outcrop of ll,lddy r ｏぐｋ ３Ｕ ｈｅ ｕpper slope.


	日本海溝北部海側斜面の地殻構造「しんかい6500」第65，66，67潜航報告
	1.はじめに
	2.潜航結果の概要
	1) 第65潜航
	2) 第66潜航
	3) 第67潜航

	3.表層構造の成因
	謝辞
	参考文献
	写真


